
国語科 単元の指導と評価の計画 

 

尾道市立向島中学校 

教諭 藤井 晃子 

 

１ 対象 中学校第１学年 

２ 単元名 「蓬莱の玉の枝－「竹取物語」から」を読んで、「竹取物語」の魅力とはどのようなもの 

かを考えよう 

＜単元の概要＞ 

本単元は、中学校学習指導要領（平成 29年告示）国語 各学年の目標及び内容〔第１学年〕内容 

〔知識及び技能〕 (3) ア 「音読に必要な文語のきまりや訓読の仕方を知り、古文や漢文を音読し、

古典特有のリズムを通して、古典の世界に親しむこと。」及び〔思考力、判断力、表現力等〕 Ｃ 読

むこと (1) オ 「文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えを確かなものにすること。」を

踏まえて設定している。 

単元の目標の達成に向けて、言語活動を「「竹取物語」を読み、「竹取物語」の魅力とはどのよう

なものかについて、登場人物の人物像を基に考え、意見文を書く活動。」（Ｃ 読むこと (2) イ に基

づく）と設定している。また、単元の評価規準、意見文の採点の基準を生徒と共有する場面を単元

の導入時及び第５時に設定している。 

生徒の学習改善を促すために「単元の全体マップ」を設定し、評価規準や単元の見通しを共有す

る場面や毎時間の振り返り、第５時における相互評価の場面で活用する。 

３ 内容のまとまり  〔知識及び技能〕      (3) 我が国の言語文化に関する事項 

           〔思考力、判断力、表現力等〕「Ｃ 読むこと」 

４ 単元の目標  

(1) 音読に必要な文語のきまりを知り、古文を音読し、古文特有のリズムを通して、古典の世界に

親しむことができる。                         〔知識及び技能〕(3)ア 

(2) 文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えを確かなものにすることができる。 

                           〔思考力、判断力、表現力等〕Ｃ(1)オ 

(3) 言葉がもつ価値に気付くとともに、進んで読書をし、我が国の言語文化を大切にして、思いや

考えを伝え合おうとする。                 〔学びに向かう力、人間性等〕 

５ 単元の評価規準  

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

音読に必要な文語のきまりを

知り、古文を音読し、古文特有

のリズムを通して、古典の世界

に親しもうとしている。 

（(3)ア） 

「読むこと」において、文章

を読んで理解したことに基づい

て、自分の考えを確かなものに

している。 

（Ｃ(1)オ） 

文章を読んで理解したことに

基づいて、粘り強く自分の考え

を確かなものにし、学習課題に

沿って考えたことを意見文に書

こうとしている。 

６ 具体的な課題と採点の基準等 

以下は、〔思考・判断・表現〕の観点を評価する学習課題及び採点の基準である。 

言語活動 
 「竹取物語」を読み、「竹取物語」の魅力とはどのようなものかについて、登場人

物の人物像を基に考え、意見文を書く活動。関連：（言語活動例 Ｃ読むこと(2)イ） 

学習課題 

及び 

採点の基準 

【学習課題】 

 「竹取物語」の魅力とはどのようなものだと考えますか。登場人物の人物像を基に

考え、次の条件１から３を満たすように意見文を書きなさい。 

＜学習課題の条件＞ 

資料１ 



条件１ 第１段落に、「竹取物語」の魅力とはどのようなものだと考えるか、登場人 

物の人物像を基にして自分の考えを書くこと。 

条件２ 第２段落に、条件１の根拠となる描写を挙げること。 

条件３ 第３段落に、なぜその描写を根拠として挙げたのかを、自分の知識や経験と 

結び付けて具体的に書くこと。 

【「おおむね満足できる」状況（Ｂ）と判断する基準】 

次の①②③を全て満たしている。 

① 第１段落に、「竹取物語」の魅力とはどのようなものだと考えるか、登場人物の

人物像を基に自分の考えを書いている。  

② 第２段落に、条件１の根拠となる描写を挙げている。 

③ 第３段落に、なぜその描写を根拠として挙げたのかを、自分の知識や経験と結び

付けて、具体的に書いている。 

想定されるつまずきの類型 

１ ①②を満たし、③を満たさないで書いているもの 

２ ①③を満たし、②を満たさないで書いているもの 

３ ①を満たし、②③を満たさないで書いているもの 

４ ①の一部を満たしているもの（②③を満たしているかどうかは不問とする） 

５ 上記以外 

６ 無解答 

「おおむね満

足できる」状況

と判断される

生徒の記述例 

私は、「竹取物語」の魅力とは、「竹取物語」の人物の行動や考え方を捉えることを

通して現代の私達の行動や考え方を振り返り、教訓とすることができることだと考え

ます。 

 くらもちの皇子は、かぐや姫から難題として蓬莱の玉の枝を持参するように言われ

ました。「いずれも入手至難なものばかりで」とあり、くらもちの皇子は普通に探し

たのでは絶対に見つからないと分かっていたと思います。そこで、「知恵で難題に挑

むのであった」とあるように、にせの玉の枝を作らせ、かぐや姫をだまそうとしまし

た。しかし、玉作りの匠たちが押しかけてくることで「皇子の策略はいっぺんに破れ

て」しまいました。 

 くらもちの皇子の行動は、昔の人だけでなく現代の人にも通じるのではないかと思

います。私もくらもちの皇子のように、ウソをついたり、ずるい手を使ったりしてし

まうことがあります。例えば、宿題が終わりそうになかったときに、ついつい答えを

写してしまうことや、自分に都合が悪い時にはウソをついてしまうことです。しかし、

「竹取物語」を読んで、ウソをついて人をだまそうとしても、それはどこかでばれて

しまうのだということが分かりました。 

「竹取物語」を読むと、千年も昔の「竹取物語」の登場人物に、現代の私達と共通

する点を見付けることができます。だから、「竹取物語」に登場する人物の行動を考

えることで自分の考え方を振り返り、教訓にすることができることが、「竹取物語」

の魅力ではないかと考えました。 

７ 指導と評価 

（１）知識・技能 

「音読に必要な文語のきまりを知り、古文を音読し、古文特有のリズムを通して、古典の世界に

親しむこと」に関して、ここでは歴史的仮名遣いなどの口語とは異なる古語のきまりを学習し、繰

り返し音読することを通して古文独特のリズムに気付かせたり、現代語訳を手掛かりに口語と文語

の意味の違いに着目させ、古文独特の言い回しや表現、語句に触れさせたりすることを通して古典

の世界を親しませることを目指していく。 

  記録に残す評価はペーパーテストで行う。ペーパーテストでは、歴史的仮名遣いを現代仮名遣い



に直す問題や重要な語句を現代語訳する問題等を用いて、文語のきまりを正確に理解することがで

きているかどうかを確認する。 

指導に生かす評価はペーパーテストに至るまでの学習活動において、ワークシートに書かれた生

徒の記述や、「単元の全体マップ」の音読評価表の記述に対して行う。音読評価表の評価項目は歴史

的仮名遣い、古典のリズム、語句のまとまりという３点を設定し、それぞれの項目について理解し

た上で音読できているかどうかを相互評価させる。 

  歴史的仮名遣いや古典の難解な語句に触れる初めての単元であるため、歴史的仮名遣いの特徴や

きまりを理解せず、正確に現代仮名遣いに直すことができないというつまずきが想定される。この

ようなつまずきに対しては、小学校時に行った音読や暗唱などによる学習を振り返るフィードバッ

クを行うことや、「単元の全体マップ」に歴史的仮名遣いや難解な語句に関する事項を知識として蓄

積させることで、学習の定着を図る。また、「単元の全体マップ」に、分からなかったこと、はっき

りしないことという項目を設けることで、つまずきの把握ができるように工夫する。 

（２）思考・判断・表現 

本単元において、自分の考えを確かなものにする上で重要なのが、文章を読んで理解したことに

基づくことである。文章を読んで理解したことに基づくとは、行動に関する描写を基に登場人物の

心情を捉え、精査・解釈しながら登場人物の人物像を考えることや、場面の展開や登場人物の相互

関係、心情の変化などについて描写を基に捉えることを意味する。この視点は、現代の小説等だけ

でなく、古典を読む際にも重要な読み取りの視点である。そのため、言語活動の設定においても「竹

取物語」の魅力とはどのようなものであるかを、登場人物の人物像を基に考えることを重視した。 

  記録に残す評価を行う学習活動として、「「竹取物語」を読み、「竹取物語」の魅力とはどのような

ものかについて、登場人物の人物像を基に考え、意見文を書く」という言語活動等を設定する。意

見文では「竹取物語」に登場する人物の行動や心情の描写を適切に捉えることができているか、そ

してそれらを解釈し、どのように自分の考えに生かしたのかを評価する。 

指導に生かす評価は、意見文の下書きの記述と評価規準を照らし合わせ、根拠となる描写を挙げ

ているか、その描写は根拠として適切であるか、言葉の見方や考え方を働かせて自分の考えを確か

なものにしているかどうかを見取る。 

生徒が文章を読んで理解したことに基づいて自分の考えを確かなものにしていく学習過程で、次       

 のようなつまずきが想定される。 

○根拠として適切でない箇所を挙げている。 

○根拠は挙げているが、なぜその箇所を根拠として挙げたのかという説明がなされていない。 

○根拠として挙げている描写が、自分の考えと適切に結び付いていない。 

これらのつまずきに対しては、主に次のような手立てを講じる。 

○登場人物の行動を表す語句に注目させ、その語句の辞書的な意味を確認させる。 

〇登場人物が、なぜその行動をとったのか、心情や情景に関する描写と結び付けて考えさせる。 

〇「自分だったら～？」といった問いかけを行い、自身の経験や既有の知識と結び付けることで、   

 登場人物の行動を具体的に想像させる。 

（３）主体的に学習に取り組む態度 

  生徒自身が単元の目標を意識して学習課題に取り組み、評価規準に照らして、他者の考えと自分

の考えを照らし合わせ自分の考えを広げているかを把握し、意見文の下書きを加筆・修正して自分

の考えを確かなものにしようとしているかどうかを見取る。 

記録に残す評価は、意見文の下書きの記述を評価する。意見文の下書きを、Google Jamboard を

用いた意見交流シートに記述し、相互評価において、学習課題の条件に照らして気付きやアドバイ

スを付箋に記入し合う。それを基に自分と他者との考えを比較させることで自分の考えを振り返ら

せ、自分の考えの良い点や改善点を把握させる。そして、下書きを加筆・修正することで自分の考

えを確かなものにさせる。この意見文の下書きの推敲履歴を基に、生徒が評価規準に照らし合わせ

ながら自分の考えを確かなものにしようと、粘り強く加筆・修正しているかどうかを評価する。 



指導に生かす評価は、「単元の全体マップ」における生徒の記述及び相互評価に基づいた意見文の

下書きの推敲履歴を基に行う。その際、言葉による見方・考え方を働かせ、行動や情景の叙述に注

目しながら記述をよりよいものにしようと試行錯誤しているか、相互評価での他者からのアドバイ

ス等を参考にしながら自分の学習状況を振り返ったり、改善したりしているかどうかを、意見文の

下書きの加筆・修正の過程や「単元の全体マップ」の記述から見取る。見取りの過程において、評

価規準と生徒の学習状況を照らし合わせ、どの点が良いのか、どの点に課題があるのかを把握し、

生徒が自分の学習状況やつまずきを把握できるようなフィードバックや、これからどのように学習

を進めていけばよいのかを理解できるようなフィードバックを行う。 

８ 単元計画 

時 
各時間の目標（■） 

主な学習活動（・） 

○指導に生かす評価 

◎記録に残す評価 

（評価方法） 

形成的評価の実践上の

ポイント 

１ ■単元の目標と学習課題を確認し学習の見通

しをもつことができる。 

・「竹取物語」について、小学校での学習を想

起し、古典の世界に触れることの意義を考

え、学級全体で共有する。 

・「単元の全体マップ」を使って、単元の目標

と学習課題を確認し学習の見通しをもつ。 

・「星の花が降るころに」についての意見文を

例に、単元における評価規準を満たす意見文

の具体を共有する。 

・文語のきまりを踏まえて教科書の本文を音 

読し、古文独特のリズムを感じる。 

【共有の具体的な方法】 

・「星の花が降るころに」のワークシートに 

示された意見文の模範例から、評価規準を

満たす箇所の記述に色分けをして線を引

く。 

・色分けをして線を引いた理由をグループ 

で交流し、どのような記述があれば身に付

けたい力が身に付いたと判断できるのか

という具体をイメージする。 

〇主（交流の様子の観

察、「単元の全体マッ

プ」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

○知（「単元の全体マッ

プ」、音読の様子） 

 

 

 

 

 

 

 

③「星の花が降るころ

に」を基にした意見

文の模範例と、評価

規準とを照らし合わ

せ、評価規準を満た

す記述を生徒と共有

する。 

 

 

 

 

 

 

④ペアで音読させる際

に、「単元の全体マッ

プ」の中に示した「音

読評価表」を用いて

文語のきまりを理解

しているかを確認し

合う。 

２

３ 

■物語の展開や登場人物の相互関係を、描写を

基に捉えることができる。 

・現代語訳を手掛かりに、物語の展開や登場人

物の相互関係について整理する。 

○思（ノートの記述）  

４ ■登場人物の行動を、場面と行動の描写を結び

付けて具体的に想像することができる。 

・登場人物の行動の中で特に心に残ったものを

○思（ノートの記述）  

 

 



挙げる。 

・なぜその行動に着目したのかを、場面と登場

人物の心情や行動を結び付けて根拠となる

描写を挙げる。 

・なぜその描写を根拠として挙げたのかを、言

葉の意味、働き、使い方等に着目して明確に

し、登場人物の人物像を具体的に想像する。 

 

⑥生徒が互いの解釈を

比較し、参考にし合

えるように「最初か

ら完璧でなくて大丈

夫だよ。」「友達に見

せてもらって大丈夫

だよ。」といった声掛

けをする。 

５ 

 

■文章を読んで理解したことに基づいて、根拠

を明確にして自分の考えを確かなものにす

ることができる。 

・学習課題の条件を確認し、評価規準を満たす

記述を共有する。 

＜学習課題の条件＞ 

〇根拠となる描写を挙げること 

〇自分の知識や経験と結び付けて書くこと 

・「竹取物語の魅力」とはどのようなものであ

るかを、登場人物の人物像を基に考え、

Google Jamboard の意見交流シートに、学

習課題の条件に沿って意見文の下書きを書

く。 

・意見文の下書きをグループで読み合い、

Google Jamboard の付箋に、意見文の下書

きに対する気付きやアドバイスを記入し合

うことで相互評価を行う。 

【相互評価の具体的な手順と留意点】 

【手順】 

・相手が前向きに改

善できるような気

付きやアドバイス

をすることを確認

する。 

・学習課題の条件を

クラス全体で確認

する。 

・グループで意見文

の下書きを読み合

う。その際、学習

課題の条件と照ら

し合わせながら読

み、どの記述があ

れば、どの条件を

満たしたと判断で

きるのかを明確に

する。 

【留意点】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇思（意見交流シート） 

◎主（「単元の全体マッ

プ」、意見交流シート

の推敲履歴） 

 

 

 

 

③再度「星の花が降る

ころに」のワークシ

ートを見直し、意見

文にどのような記述

があればよいと言え

るのかを確認させ

る。 

 

 

 

 

 

 

④Google Jamboard の

付箋を、条件ごとに

色分けし、評価の観

点を明確にさせた上

で相互評価させる。 

④どのような記述があ

ればどの条件を満た

したと判断できるの

かを机間指導を通じ

て確認させる。 

⑤相互評価の助言によ

る加筆・修正が難し

い生徒には「この言

葉のどのような意味

に注目したのか」「登

場人物のどの行動の

描写からそう考えた

のか」等のフィード

バックを行い、自分

の考えの根拠を明確

にすることができる

ように助言する。 

 

 



・付箋を学習課題の

条件ごとに色分け

し、気付きやアド

バイスを記入し合

う。 

・気付きやアドバイ

スは可能な限り具

体の言葉で行う。 

＜例＞ 

・～～と書いてある

が、○○を書き加

えた方がよいので

はないでしょう

か。 

・根拠は～～と書い

てありますが、○

○を根拠とした方

が良いのではない

でしょうか。 

・相互評価を受けて、意見文の下書きの加筆・

修正をする。 

・全体交流の場で意見文の下書きの記述を発 

表し合い、どのような記述があれば「根拠と

なる描写を挙げること」、「自分の知識や経験

と結び付けて書くこと」という学習課題の条

件を満たした姿と判断できるのかを、具体的

にイメージする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 生 徒 の 学 習 状 況

（Ａ・Ｂ・Ｃ）を把

握し、それぞれの学

習状況の生徒から一

人ずつ指名し、意見

文を読ませた後、そ

れぞれ全体に向けて

フィードバックを行

う。発表者以外の生

徒は、自分と同じ学

習状況の意見文に対

するフィードバック

を参考にして、自分

の意見文を改善でき

るようにする。 

６ 

 

■単元を振り返り、文章を読んで理解したこと

に基づいて、自分の考えを確かなものにする

ポイントを理解することができる。 

・前時で加筆・修正した意見文の下書きに基づ

いて、意見文の清書を Google ドキュメント

に記入する。 

・清書した意見文をグループで読み合い、学習

課題の条件に基づいて考えを共有する。 

・初読、相互評価、意見文の完成の段階を経て

自分の考えがどのようにして確かなものに

なっていったかを振り返り、「単元の全体マ

ップ」の「学びの足あと」に書く。 

・単元全体の学習を振り返り、どのようにす 

れば、文章を読んで理解したことに基づい

て、自分の考えを確かなものにすることがで

きるのかを理解する。 

◎思（意見文の清書） 

◎主（「単元の全体マッ

プ」） 

⑤意見文の下書きから

相互評価を受けての

加筆・修正、清書ま

での思考の過程を振

り返り、他者の考え

と自分の考えを照ら

し合わせ、自分の考

えを広げているかを

確認させる。 



後

日 

ペーパーテスト ◎知（ペーパーテスト） 

◎思（ペーパーテスト） 

 

 



 

「竹取物語」から学ぶ古典の魅力マスターへの道～学習の見通し・振り返りのための単元の全体マップ～                      

□言語活動 

 「竹取物語」を読み、「竹取物語」の魅力とはどのようなものかについて、登場人物の人物像を基に考え、意見

文を書く活動。 

□「竹取物語」の学びを通してできるようになること［単元の評価規準］ 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

音読に必要な文語のきまりを知

り、古文を音読し、古文特有のリズ

ムを通して、古典の世界に親しもう

としている。 

「読むこと」において、文章を読ん

で理解したことに基づいて、自分の

考えを確かなものにしている。 

文章を読んで理解したことに基

づいて、粘り強く自分の考えを確か

なものにし、学習課題に沿って考え

たことを意見文に書こうとしてい

る。 

□〔知識・技能〕の玉手箱 

仮名遣いの玉手箱 難解な語句の玉手箱 

歴史的仮名遣い  →  現代仮名遣い 難解な語句  →  意味 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

□音読評価表                        できた→３ あと少し→２ 頑張ろう→１ 

日 評価した人 歴史的仮名遣い 古典のリズム 語句のまとまり 

     

     

     

 

年  組  番  氏名［            ］ 



 

□授業の振り返りとまとめ 

回 日 
知ったこと 

分かったこと 

分からなかったこと 

はっきりしないこと 

学習の改善に役立ったこと 

次の時間で取り組みたいこと 

１ 

    

   

   

２ 

    

   

   

３ 

    

   

   

４ 

    

   

   

５ 

    

   

   

６ 

    

   

   

□学びの足あと  

自分は初めて「竹取物語」を読んだ際に  

 

 

 相互評価をして、 

 

 

 

 最後に「竹取物語」全体の学びを通して、 

 

 

 

 

 

 



「星の花が降るころに」を使って目標を具体的にイメージしよう 

1年（    ）組（      ）番（                          ） 

目標〔身に付けたい力〕 文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えを確かなものにすること。 

言語活動 
「星の花が降るころに」を読んで、作品の良さを考え、根拠を明確にして考えたことを書く

活動。 

 

活動 

藤井さんは、「星の花が降るころに」を読んで、次の意見文を書きました。次のポイントは藤井さんの意見文のどの記述

に当てはまりますか？ 色分けしてみましょう。 

目標に照らしたポイント 

文章を読んで  理解したことに基づいて、 自分の考えを確かなものにすること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分の考えを書いている

のはどこかな？ 

→黒で線を引こう 

本文の描写を根拠としてき

ちんと挙げているかな？ 

→赤で線を引こう 

根拠として挙げた描写を自分の経験や体験を

基に自分考えとつなげることができているか

な？ 

→青で線を引こう 

私
は
、
「
星
の
花
の
降
る
こ
ろ
に
」
の
作
品
の
良
さ
は
、人
は
、
他
の
人
に
助
け

ら
れ
た
り
、
支
え
て
も
ら
っ
た
り
し
て
成
長
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
描
写
か

ら
よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
こ
と
だ
と
考
え
ま
し
た
。 

本
文
で
主
人
公
は
、
「
本
当
は
友
達
な
ん
て
い
な
い
の
に
。
夏
実
の
他
に
は
友

達
と
よ
び
た
い
人
な
ん
て
だ
れ
も
い
な
い
の
に
。
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
他
に
も

「
繊
細
さ
の
か
け
ら
も
な
い
戸
部
君
だ
か
ら
」
と
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
最
後
に

は
、「
中
学
校
に
な
っ
て
ち
ゃ
ん
と
向
き
合
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
か
ら
気
付
か
な

か
っ
た
け
れ
ど
、
私
よ
り
低
か
っ
た
は
ず
の
戸
部
君
の
背
は
い
つ
の
ま
に
か
私
よ

り
ず
っ
と
高
く
な
っ
て
い
る
。」
と
あ
り
ま
し
た
。 

主
人
公
は
、
夏
実
を
独
占
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
い
っ
ぱ
い
に
な
っ

て
い
て
、
戸
部
君
な
ど
の
周
り
の
人
の
優
し
さ
に
気
付
け
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

で
す
が
、
戸
部
君
が
ず
っ
と
心
配
し
た
り
、
支
え
よ
う
と
し
て
く
れ
た
り
し
て
い

た
こ
と
に
気
付
け
た
こ
と
で
、視
野
が
広
が
り
、周
り
の
人
の
優
し
さ
や
助
け
に

気
付
い
て
成
長
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
本
文
か
ら
分
か
り
ま
し
た
。 

私
は
、こ
の
主
人
公
に
似
て
い
る
な
と
思
い
ま
し
た
。私
も
中
学
校
に
入
学
し

て
、
新
し
い
友
達
が
で
き
ず
に
苦
し
ん
だ
時
期
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
「
星
の
花

が
降
る
こ
ろ
に
」
を
読
ん
で
、改
め
て
ど
う
し
て
自
分
は
新
し
い
友
達
が
な
か
な

か
で
き
な
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。
す
る
と
、自
分
も
小
学
校
の
友
達

と
ば
か
り
話
し
て
い
て
、
新
し
い
友
達
を
作
ろ
う
と
考
え
て
い
な
か
っ
た
か
ら
だ

と
分
か
り
ま
し
た
。
で
も
、
思
い
出
し
て
み
る
と
入
学
式
の
日
に
た
く
さ
ん
の
人

が
私
に
声
を
か
け
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
今
は
新
し
い
友
達
が
い
っ
ぱ
い
で
き
て

毎
日
が
楽
し
い
で
す
。
「
星
の
花
が
降
る
こ
ろ
に
」
で
も
、
周
り
の
人
の
気
持
ち

や
思
い
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
主
人
公
が
、
戸
部
君
に
助
け
ら
れ
て
、

「
大
丈
夫
、き
っ
と
何
と
か
や
っ
て
い
け
る
。」
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

メ
モ
欄 






